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愛媛・本多　亜呂羽
　「みなさん、社会を明るくする運動って、知っていますか。」
　「このうちわに書いてあることを、ぜひ、読んでみてください。」
私はこの夏、初めて「社明運動」の広報活動に参加しました。１か月前には考えられない私の姿です。人前に出て話すことがあまり得意ではない私が、夏祭りの大通りに立ち、今、こうして大きな声で町の人たちに声をかけているのは、学校で行われた「社会を明るくする運動」についての学習会に参加したからです。それまで、私は、この運動を全く知らない側の人間でした。
　７月５日、地域の保護司さんや更生保護女性会のみなさんによる学習会が開かれました。私の学校では、毎年、６年生がこの学習会に参加してきたそうです。
　「前の学校で友達に暴力行為をはたらいて、けがをさせてしまった男の子が
います。その子がうちの学校に転校してくることになりました。あなたは、その子を友達として受け入れることはできますか。」
担任の梶田先生の質問から始まった学習会。これからどんな学びが始まるのかとてもドキドキしていました。
　暴力をふるってしまった少年が更生を誓って生きていくというドラマを見ました。よい道に進む少年と悪い道に進む少年の２つの話がありました。少年が悪い道に進んでしまった背後には、友達や家族といった身近な人の少年への接し方が冷たく思いやりがなかったことがあると思います。悪い道に進んだ少年は守ってくれる人がいなくて一人でがんばっていました。でも、友達に嫌がらせを受けたりして、あやまちをくり返してしまいました。少年がよい道に進んだのは、身近な人たちが、少年を一人にしないで、少年の気持ちを理解し、そばにいて支えたからでした。
　私は、身近にこのような少年がいても助けられないと思っていました。学習会の初めの先生からの問いかけに、「かかわりたくない。来てほしくない」と答えた７割以上の中の一人だったのです。「同じ仲間だから仲良くしよう」「いけないことから立ち直った今の彼を認めよう」と思った人はごくわずかでした。でも、この学習会が終わるころには、「こんなことじゃあだめなんだ。子どもだからといって、何もしないのはおかしい。自分なりにできる支えについて考えなければ。行動しなければ…」という思いが、心の中で生まれ、強くなっていくのを感じました。
　「自分にもできることがあるんじゃないか。」
　学習会の中で、犯罪や非行をしてしまった人の立ち直りを支えるボランティアがあることも初めて知りました。また、女性の視点から更生をめざす人を支えたり手助けをしたりする更生保護女性会のボランティアの存在についても知ることができました。すぐに行動に移すとしたら、今の自分に何ができるか…と考えていたところだったので、「これだー」と思いました。
　この学習会から１か月後、その思いの一歩を実現させるために、地域の夏祭り会場で、
　「みなさん、社会を明るくする運動について知ってください。」
と、広報活動に参加して声を出す私がいるのです。ポケットティッシュやうちわ、花の種を手渡したときに返ってきた
　「ありがとう」
の一言で、心が通じたような気がしました。この言葉は、犯罪や非行に走った人の立ち直りを「おかえりなさい」という言葉で迎え入れることと同じなのでは、同じくらいの意味のある言葉なのではないかと思います。一人一人の小さな行動や心のこもった一言で、心を通わせることができたのです。広報活動に参加したおかげで、人と人とをつなぐとても大切なことを学ぶことができました。
　私は、これからも、社会を明るくする運動に参加したいと思います。また、学級の仲間や学校の下学年の人たちに声をかけたり一緒に活動をしたりして相手のことを知りたいと思います。地域の中でも、日ごろから、人とのかかわりを多くもち、相手の気持ちを思いやって、声をかけ合いながら、ともに生活していきたいと思います。
　この夏、私は、少し心が成長しました。
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